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東北大学機械系

同窓会ニュース

東北大学機械系同窓会　
　〒 980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部機械知能・航空工学科内
　電話：（022）795-6926
　FAX：（022）795-6926
　E-Mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　ホームページ：
　 http://alumni.mech.tohoku.ac.jp/
郵便振替口座　番号　02270-8-11176
　　　　　　　名称　東北大学機械系同窓会
印刷　笹氣出版印刷株式会社

会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費に
よって運営されています。同封の振込用紙
を使って会費納入をお願い致します。
◎年会費　2,000 円
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叙
勲

平
成
28
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
本
学
名
誉

教
授
加
藤
正
名
先
生
が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
永
年
に
渡
る
教
育
と
研
究
に
対
す

る
ご
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
真
に
喜
ば
し
い

知
ら
せ
で
し
た
。

加
藤
先
生
は
、
昭
和
11
年
に
東
京
都
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
山
形
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科

を
卒
業
後
、
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
精

密
工
学
専
攻
修
士
課
程
、
同
博
士
課
程
を
修
了

さ
れ
、
東
北
大
学
工
学
部
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
、
昭
和
57
年
４
月
に
教
授
に
昇
任
、

精
密
工
学
科
精
密
機
械
要
素
学
講
座
を
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
院
重
点
化
後
の
平
成
７
年
か

ら
は
機
械
電
子
工
学
専
攻
ナ
ノ
加
工
学
講
座
精

密
成
形
学
分
野
を
担
当
し
、
平
成
12
年
３
月
に

停
年
に
よ
り
退
官
さ
れ
、
同
年
４
月
に
名
誉
教

授
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
こ
の
間
、
高
強
度
浸
炭
歯
車
の
強
度

評
価
、
伝
動
装
置
の
振
動
・
騒
音
解
析
、
振
動

イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
高
精
度
非
接
触
迅
速
計

測
法
と
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
、
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ド

ラ
イ
ブ
油
特
性
評
価
法
の
提
示
、
液
中
放
電
成

形
や
電
磁
成
形
な
ど
の
高
速
塑
性
加
工
に
お
け

る
成
形
力
発
生
機
構
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
解

明
な
ど
、
機
械
工
学
の
広
い
分
野
で
先
導
的
な

研
究
を
さ
れ
、
平
成
６
年
に
英
国
歯
車
協
会

BG
A

 Technical C
om

m
ittee Prize

、
平

成
８
年
に
日
本
設
計
工
学
会
論
文
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
機
械
学
会
等
で
調
査
研
究
分
科

会
主
査
、
評
議
員
、
理
事
、
東
北
支
部
長
な
ど

を
歴
任
し
、
学
会
の
発
展
お
よ
び
大
学
と
産
業

界
と
の
協
力
関
係
の
構
築
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
７
年
に
日
本

機
械
学
会
機
素
潤
滑
設
計
部
門
功
績
賞
、
平
成

12
年
に
米
国
機
械
学
会The Pow

er Trans-
m

ission
 an

d
 G

earin
g C

om
m

ittee 
Prize

、
平
成
16
年
と
23
年
に
日
本
塑
性
加
工

学
会
功
労
賞
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

先
生
は
こ
れ
ら
学
内
外
の
研
究
活
動
に
裏
打

ち
さ
れ
た
教
育
と
研
究
指
導
に
よ
っ
て
多
く
の

研
究
者
と
技
術
者
の
育
成
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。「
研
究
や
組
織
を
溯
る
と
一
人
の
人
間
に

辿
り
つ
く
」
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
な
卒

業
生
を
期
待
し
て
「
教
授
の
コ
ピ
ー
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
」
こ
と
を
信
条
と
し
て
、
学
生
自

身
が
考
え
研
究
し
考
察
す
る
力
を
獲
得
す
る
よ

う
個
性
を
大
切
に
し
た
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
早
い
時
期
か
ら
国
際
交
流
の
重
要
性

を
認
識
し
、
本
学
と
中
国
重
慶
大
学
お
よ
び
韓

国
全
北
大
学
校
と
の
部
局
間
協
定
締
結
に
尽
力

さ
れ
、
こ
れ
ら
大
学
出
身
の
多
く
の
留
学
生
の

研
究
を
指
導
し
て
、
現
在
に
続
く
国
際
交
流
の

中
核
を
担
う
人
材
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
退
官
後
の
平
成
12
年
４
月
に
秋
田
県
立

大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
教
授
に
就
任

し
、
開
学
直
後
の
教
育
に
力
を
注
い
で
、
文
部

科
学
省
教
育
C
O
E
選
定
に
つ
な
が
る
成
果

を
挙
げ
、
秋
田
県
の
科
学
技
術
会
議
や
産
業
教

育
審
議
会
の
委
員
と
し
て
地
域
と
社
会
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
か
ら
学
校
法
人
尚
絅

学
院
の
評
議
員
、
理
事
長
、
学
院
長
を
歴
任
し

て
私
学
の
教
育
と
運
営
に
も
尽
く
さ
れ
、
平
成

23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
災
に
よ

る
退
学
者
の
発
生
を
防
ぐ
配
慮
や
、
被
災
地
域

と
大
学
が
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
上
述
し
た
ご
専
門
の
学
術

研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
、
地
域
と
社
会
へ

の
貢
献
等
が
結
実
し
た
も
の
で
す
。
本
会
員
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

加
藤
正
名
名
誉
教
授
、

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

名
誉
教
授　
井
上　
克
己　
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械
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最
近
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会

機
械
機
能
創
成
専
攻　
教
授

足
立　
幸
志

本
年
度
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
代
表
幹

事
と
し
て
、
本
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
会
員
間
の
親
睦
を
図
り
、
向
上
発
展
を
期

し
、
併
せ
て
母
校
と
の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、こ
れ
に
必
要
な
事
業
を
行
う
。

１. 

総
会
、
新
入
会
員
の
歓
迎
会
等
の
集
会
の

開
催
、
２. 

会
誌
、
会
報
等
の
発
行
、
３. 
会

員
情
報
の
整
備
と
発
行
、
４. 

機
械
系
学
科
・

専
攻
と
の
連
帯
事
業
、
５. 

そ
の
他
」
こ
の
よ

う
な
会
則
の
も
と
に
平
成
7
年
に
発
足
し
た
東

北
大
学
機
械
系
同
窓
会
は
、
本
年
で
22
年
目
を

迎
え
、
機
械
系
の
卒
業
生
、
修
了
生
、
教
員
等

で
構
成
さ
れ
る
会
員
数
は
1 

3
、2
4
5
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
発
足
初
期
よ
り
継
続
し
て
い
る
事
業

が
、
同
窓
会
誌
と
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
で

す
（
P. 

18
の
写
真
を
ご
覧
下
さ
い
）。
雑
誌

体
で
あ
る
機
械
系
同
窓
会
誌
は
本
年
、
第
20
号

を
発
行
し
、
こ
の
た
び
の
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
は

第
22
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。趣
味
の
世
界
、

旅
行
記
、
随
筆
等
、
会
員
皆
様
に
ご
執
筆
い
た

だ
き
ま
す
記
事
を
中
心
に
掲
載
す
る
同
窓
会
誌

は
、
お
互
い
の
近
況
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き

る
雑
誌
で
あ
り
「
会
員
間
の
親
睦
」
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、「
母

校
と
の
関
係
」
を
密
に
す
る
た
め
の
一
助
に
な

れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

開
催
さ
れ
た
同
期
会
の
様
子
に
加
え
現
在
の
機

械
系
の
様
子
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
発
行
い
た
し
ま
す
同
窓
会
誌
、
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
が
、
大
学
時
代
の
同
級
生
、
先
輩
、

後
輩
、
恩
師
、
研
究
室
そ
し
て
母
校
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
機
会
の
提
供
と
な
れ
ば
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

同
窓
会
誌
や
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
紙
媒
体
に

加
え
、
簡
便
か
つ
有
効
な
情
報
共
有
源
、
情
報

提
供
源
と
し
て
当
会
で
も
本
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。「
東
北

大
学
機
械
系
同
窓
会
」
と
検
索
い
た
だ
け
ば
す

ぐ
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。同
窓
会
誌
、

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
と
は
趣
の
異
な
る
母
校
へ
の

思
い
を
巡
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
同
窓
会
幹

事
の
皆
様
が
、
様
々
な
改
良
と
工
夫
を
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
、
一
度
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
東

北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
今
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
加
え
て
「
東
北
大
学
機
械

系
」、「
東
北
大
学
工
学
部
」、「
東
北
大
学
」
な

ど
を
検
索
い
た
だ
け
れ
ば
東
北
大
学
の
今
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
機
械
系
で
も
広
報
推
進
室

を
中
心
に
最
新
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ク
セ
ス
が
、
地
下
鉄

の
通
っ
た
青
葉
山
に
足
を
運
ぶ
良
き
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
そ
し
て
…
機
械
系
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
ま
す
と
、
本
会
創
立
10
周
年
を
機
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
火
力
発
電
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

ロ
ー
タ
（http://w

w
w

.m
ech.tohoku.ac. 

jp/d
ousou/In

form
ation

/02/in
d

ex.
htm

l

）
が
目
に
入
っ
て
参
り
ま
す
。
機
械
系

の
建
物
を
背
景
に
立
つ
火
力
発
電
用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
ロ
ー
タ
の
姿
は
、
工
学
研
究
科
を
代
表
す

る
風
景
の
一
つ
と
し
て
東
北
大
学
生
活
協
同
組

合
が
作
成
す
る
東
北
大
学
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
採

用
さ
れ
て
お
り
、
今
や
機
械
系
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
設
置
後
12
年
を
経
過
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
姿
は
現
役
そ
の
も
の
で
あ

り
日
々
目
に
す
る
学
生
に
と
り
ま
し
て
も
刺
激

的
な
機
械
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ら
を
目
に
す
る
学
生
達
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
年
間
2
5
0
人
ほ
ど
が
大
学

を
巣
立
ち
機
械
系
同
窓
会
正
会
員
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。「
近
頃
の
若
者
は
」
と
い
わ
れ
る
の

は
世
の
常
で
す
が
、
本
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

22
年
間
、
現
場
に
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
教

員
と
し
て
は
、
学
生
気
質
に
今
も
昔
も
変
わ
り

は
な
く
、
良
き
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
学
生

を
謳
歌
し
成
長
し
旅
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。 

た
だ
、
6
年
前
に
開
設
さ
れ
た
国

際
学
士
コ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
ま
す
よ
う
に
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
学
と
し
て
外
国
籍
の
学
生
数

の
増
加
や
女
子
学
生
数
の
増
加
と
い
う
数
字
的

な
変
化
は
起
き
て
お
り
ま
す
。
女
子
学
生
の
割

合
が
1
割
を
超
え
る
学
年
も
あ
る
と
耳
に
さ
れ

ま
す
と
、
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し

て
は
大
き
な
変
化
と
認
識
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

東
北
大
学
学
生
歌「
青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
」

に
は
、我
ら
こ
そ
「
国
の
礎
」、「
学
徒
の
誇
り
」、

「
世
界
の
か
な
め
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
未
来

あ
る
若
者
は
常
に
強
し
」
と
あ
り
ま
す
。
機
械

系
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
気

概
で
学
生
達
が
学
ん
で
い
る
様
子
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
ぬ
風
景
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
本
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
工
明
会
運
動
会
、
機
械
系

女
子
交
流
会
、
卒
業
・
修
了
時
の
謝
恩
会
な
ど

の
学
生
主
体
の
行
事
へ
の
支
援
や
青
葉
記
念
会

館
へ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
な
ど
、
学
生

を
謳
歌
し
様
々
な
意
味
で
の
成
長
を
期
待
し
つ

つ
可
能
な
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
4
年
前
か
ら
は
、
同
窓
会
の
強
み
を

生
か
し
機
械
系
学
生
と
機
械
系
卒
業
生
と
の
融

合
の
場
を
提
供
す
る
「
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業

生
が
所
属
す
る
1
0
0
社
を
超
え
る
企
業
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
生
達
は
社
会
で
活
躍
し



4

教
育
の
真
の
門
戸
開
放
に
向
け
て

教
育
の
真
の
門
戸
開
放
に
向
け
て

先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー　
教
授

三
浦　
英
生

国
籍
限
定
条
項
の
壁
を
撤
廃
し
、
世
界
を
跋

扈
す
る
研
究
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
英
語
教

育
コ
ー
ス（
学
部
一
年
生
か
ら
博
士
修
了
ま
で
）

が
平
成
二
九
年
一
〇
月
か
ら
日
本
初
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
六
年
の
歳
月
を
か

け
て
培
っ
て
参
り
ま
し
た
外
国
人
留
学
生
を
対

象
に
し
た
国
際
学
士
コ
ー
ス
を
日
本
人
に
も
開

放
し
、
文
字
通
り
国
際
共
修
コ
ー
ス
と
し
て
、

し
か
も
一
〇
月
入
学
で
開
講
い
た
し
ま
す
。

当
面
入
試
に
関
し
ま
し
て
は
、
文
部
科
学
省

や
本
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
制
約
に
従
う

た
め
に
、
従
来
の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
国
際
学
士
コ
ー
ス

（
I
M
A
C

－

U
）
入
試
に
、
日
本
人
を
対
象

と
し
ま
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
」
を
追
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
入
試
を
実
施
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
が
、
合
格
者
は
一
同
に
介
し
て
同
床
で

学
ん
で
い
き
ま
す
。
本
入
試
を
実
施
す
る
に
当

た
り
ま
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
、「
機
械

知
能
・
航
空
工
学
科
（
国
際
機
械
工
学
コ
ー
ス
）

で
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
あ
る
い
は
国

内
で
実
施
さ
れ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
の
成

績
を
含
め
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
り
、
多
様

な
国
籍
を
持
つ
学
生
と
英
語
で
共
修
す
る
こ
と

に
よ
り
機
械
工
学
の
学
理
を
基
に
人
類
社
会
の

発
展
に
資
す
る
知
識
・
技
術
基
盤
を
創
成
で
き

る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。」
を
明
文
化
い
た
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
国
際
学
士
コ
ー
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
（
国

際
機
械
工
学
コ
ー
ス
）
で
は
、
機
械
工
学
の
学

理
を
基
に
、
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

て
い
る
卒
業
生
に
自
分
の
将
来
像
を
重
ね
な
が

ら
、企
業
と
は
、社
会
と
は
、働
く
と
は
等
、様
々

な
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
生
が

知
っ
て
い
る
知
名
度
の
高
い
企
業
の
み
な
ら

ず
、
活
躍
す
る
先
輩
の
話
を
通
し
、
世
界
を
支

え
て
い
る
様
々
な
企
業
の
存
在
を
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
視
野
を
広
げ
て

お
り
、学
生
の
成
長
を
同
窓
会
会
員
（
卒
業
生
）

の
皆
様
に
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
と
実
感
致
し

ま
す
。

機
械
系
で
は
、
学
部
3
年
次
に
関
東
地
域
を

中
心
に
複
数
の
企
業
見
学
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
際
「
機
械
系
の
卒
業
生
が
た
く
さ
ん

対
応
し
て
い
た
だ
き
色
々
な
話
を
聞
け
た
こ
と

が
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
時
代
を

問
わ
ず
常
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
学
生
の

感
想
で
す
。
東
北
大
学
機
械
系
の
卒
業
生
と
い

う
一
言
が
、
互
い
の
親
近
感
を
沸
か
せ
、
親
身

に
感
じ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
全
く
変
わ

ら
な
い
感
情
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
感
情
が

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
支
え
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
年
も

2
0
1
7
年
3
月
5
日
に
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
支
援
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
上
、
最
近
の
同
窓
会
の
活
動
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
最
近
の
若
者
は
人
間

関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
現

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、 

同
窓
会
の
強
み
で
あ
る

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
作
戦
を
継
続

的
に
検
討
し
「
会
員
間
の
親
睦
を
図
り
、
向
上

発
展
を
期
し
、
併
せ
て
母
校
と
の
関
係
を
密
に

す
る
こ
と
」を
目
指
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
東
北
大
学

機
械
系
同
窓
生
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
積
極
的

に
使
用
し
、
会
員
間
の
交
流
、
現
役
学
生
と
の

交
流
、
現
役
教
員
と
の
交
流
、
企
業
の
枠
を
超

え
た
交
流
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。最

後
に
、
こ
れ
ま
で
の
東
北
大
学
機
械
系
同

窓
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
に
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
と
ご
家
族
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
に
つ
い
て

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
に
つ
い
て

先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー　
教
授

小
川　
和
洋

東
北
大
学
で
は
、
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
フ
ラ
ン
ス
お
よ

び
中
国
の
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
高
等
教
育

機
関
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
大
学
院
修
士
レ
ベ

ル
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
、
D
D
P
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
加
わ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
立
工
科
大
学
（K
TH

）
を
含
め
、
仏

国
の
エ
コ
ー
ル
セ
ン
ト
ラ
ル
国
立
中
央
理
工
科

学
校
（Ecoless C
entrals
）
グ
ル
ー
プ
5
校

（
ナ
ン
ト
校
、
リ
ー
ル
校
、
リ
ヨ
ン
校
、
マ
ル

セ
イ
ユ
校
、
パ
リ
校
）、
国
立
応
用
科
学
院
リ

ヨ
ン
校
（IN

SA
-Lyon

）、
お
よ
び
中
国
の
清

華
大
学
が
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
博
士
課
程
の
受
け
入
れ
・
派
遣
も

平
成
23
年
度
か
ら
が
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

D
D
P
は
、
一
人
の
学
生
が
2
つ
の
大
学

で
正
規
学
生
と
し
て
所
定
の
課
程
を
修
め
た
時

に
、
両
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
位
を
授
与
さ
れ

る
仕
組
み
で
、
学
生
の
流
動
性
向
上
を
目
指
す

E
U
諸
国
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
人
々
の
生
活

に
浸
透
し
て
い
る
中
、
国
境
を
越
え
て
発
展
的

な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
う
る
研
究
者
、

専
門
家
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
差
す
も

の
科
学
技
術
を
創
造
す
る
こ
と
を
追
求
す
る
と

共
に
、
多
様
な
国
籍
を
持
つ
学
生
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
日
本
及
び
諸
外
国
で
国
際
的
に
活
躍

で
き
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。」
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。
本
ニ
ュ
ー
ス
が
配
布
さ
れ
て
お
り

ま
す
時
点
で
は
既
に
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
I
期

（
二
月
の
A
O
入
試
Ⅲ
期
と
同
一
日
程
）
は
終

了
し
て
お
り
、
国
内
の
高
校
か
ら
の
第
I
期

生
が
確
定
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
グ

ロ
ー
バ
ル
入
試
Ⅱ
期
は
海
外
の
高
校
卒
業
予
定

の
帰
国
子
女
を
対
象
に
、国
際
学
士（
I
M
A
C

－

U
）
入
試
Ⅱ
期
と
同
一
日
程
で
本
年
六
月
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
へ

の
進
学
の
道
が
非
常
に
狭
か
っ
た
帰
国
子
女
に

も
大
き
な
門
戸
開
放
が
実
現
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

入
学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
ま
し
て

も
、
日
本
語
コ
ー
ス
と
英
語
コ
ー
ス
の
科
目
は

完
全
に
整
合
さ
せ
、
良
い
意
味
で
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
で
学
べ
る
機
会
も
設
け
、
国
際
共
修
を
加
速

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
外
と

の
短
期
交
換
留
学
も
支
援
す
る
意
味
も
含
め
、

一
部
実
験
や
実
習
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
専
門
科

目
は
日
本
語
コ
ー
ス
と
同
時
に
ク
ゥ
オ
ー
タ
ー

制
（
同
一
科
目
を
週
二
回
教
授
し
、
約
２
ヶ
月

で
単
位
取
得
可
能
）
に
移
行
し
ま
す
。

国
際
学
士
コ
ー
ス
の
第
一
期
生
（
留
学
生
）

は
本
年
三
月
に
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程

（
I
M
A
C

－

G
）
を
修
了
し
、
そ
の
内
三
名

は
国
内
の
超
一
流
企
業
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
日
本
企
業
に
就
職
し
た
い
と
希
望
す

る
優
秀
な
留
学
生
が
さ
ら
に
本
コ
ー
ス
に
競
っ

て
入
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
は

日
本
国
内
で
先
駆
け
と
な
り
、
世
界
に
向
け
て

真
の
教
育
の
門
戸
開
放
も
実
践
し
て
参
り
ま

す
。
諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
理
解

の
で
す
。
受
け
入
れ
・
派
遣
者
の
選
考
に
は
、

候
補
者
調
書
、
大
学
入
学
以
降
の
学
業
成
績
、

語
学
能
力
、
面
談
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
さ

れ
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
い
、
東
北
大
学

の
学
位
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

1
年
間
は
東
北
大
学
に
在
籍
し
、
該
当
す
る
研

究
科
が
定
め
る
学
位
取
得
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
修
士
の
学
位
に
つ
い
て
は
修
士

論
文
ま
た
は
特
定
の
課
題
に
関
す
る
研
究
成
果

の
審
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
博
士
の

学
位
に
つ
い
て
は
博
士
論
文
の
審
査
に
合
格
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
と
は
、
か
ね
て

か
ら
機
械
系
教
員
が
交
流
を
深
め
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
機
械
系
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的

に
参
画
し
、
各
大
学
か
ら
毎
年
数
名
の
学
生
を

受
け
入
れ
・
派
遣
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

修
士
課
程
学
生
20
名
、
博
士
課
程
学
生
6
名
の

計
26
名
を
東
北
大
学
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
機
械
系
で
は
14
名
（
修
士
11
名
、
博
士

3
名
）
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
派

遣
に
関
し
て
は
、
計
14
名
の
学
生
が
パ
ー
ト

ナ
ー
大
学
に
D
D
P
学
生
と
し
て
赴
い
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
内
10
名
が
機
械
系
の
学
生
で

あ
り
、
そ
の
積
極
性
が
伺
え
ま
す
。
た
だ
し
、

派
遣
に
関
し
て
は
、
奨
学
金
や
言
葉
の
問
題
等

も
あ
り
、
受
け
入
れ
に
比
べ
、
少
数
に
留
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
工
学
研
究
科
全

体
で
修
士
8
名
、
博
士
3
名
の
計
11
名
を
受
け

入
れ
、
6
名
の
学
生
が
派
遣
さ
れ
、
勉
学
・
研

究
に
勤
し
ん
で
お
り
、
年
々
活
発
化
し
て
お
り

ま
す
。
当
研
究
室
に
お
い
て
も
、
博
士
課
程
の

学
生
1
名
をIN

SA
-Lyon

か
ら
受
け
入
れ
、

同
様
に
1
名
の
博
士
学
生
をIN

SA
-Lyon

へ

派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

本
D
D
P
を
利
用
し
、
機
械
系
の
学
生
が

と
強
力
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
ご
家
族

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
報
告
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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青
葉
山
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
紹
介

学
部
３
年
生
の
近
郊
・
学
外
見
学
報
告

学
部
３
年
生
の
近
郊
・
学
外
見
学
報
告

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
准
教
授

河
合　
宗
司

機
械
系
４
コ
ー
ス
で
は
、
学
部
３
年
生
の
正

12
月
22
日
開
催
の
第
3
回
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、出
演
者
は
計
26
名
、演
目
は
ピ
ア
ノ
、チ
ェ

ロ
、
弦
楽
四
重
奏
、
合
唱
、
ア
カ
ペ
ラ
と
多
彩

で
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
の
夕
べ
を
、
出
演

者
と
観
客
と
の
懇
親
を
交
え
て
、
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。学
外
か
ら
の
聴
衆
も
駆
け
つ
け
て
、

久
々
の
出
会
い
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

青
葉
山
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
は
、（
企

画
担
当
）
村
田
智
、（
会
場
担
当
）
中
田
俊
彦
、

（
交
流
担
当
）
桑
野
博
喜
の
3
名
で
す
。
皆
様

か
ら
の
出
演
と
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

規
授
業
の
一
環
と
し
ま
し
て
、
各
企
業
・
研
究

所
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
学
外
の
工

場
等
の
見
学
を
学
科
創
設
以
来
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
は
、
近
郊
見
学
と
学
外
見
学
を
一

体
化
し
、「
近
郊
・
学
外
見
学
」
と
し
て
９
月

頃
に
実
施
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
目
的
は
、
企
業
や
研
究
所
に
お
け
る

生
産
活
動
や
研
究
開
発
の
現
場
を
見
学
す
る
こ

と
に
よ
り
、
機
械
工
学
に
関
す
る
大
学
で
の
講

義
、
実
験
お
よ
び
実
習
が
実
社
会
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
学
ぶ
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
55
名
、ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス
43
名
、

バ
イ
オ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス
48
名
が
９
月
５

世
界
で
も
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
大
学
へ
赴

き
、
活
躍
の
場
が
一
層
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
D
D
P
の
パ
ー
ト
ナ
ー

大
学
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
各
大
学
と
の

共
同
研
究
等
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

青
葉
山
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
紹
介

技
術
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻　
教
授

中
田　
俊
彦

青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
響
き

始
め
ま
し
た
。
機
械
系
同
窓
会
が
大
学
し
た
寄

贈
し
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
か
ら
は
、
昼
休
み
に

は
学
生
や
教
職
員
に
よ
る
演
奏
が
青
葉
記
念
会

館
に
音
色
を
与
え
て
い
ま
す
。
青
葉
山
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
そ
ん
な
日
常
の
個
々
の
演
奏
の
仕

上
げ
と
し
て
、
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
構
成
メ
ン

バ
ー
の
懇
親
の
場
と
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
を
運
営
母
体
と
し
て
、
演
奏
者
の

募
集
か
ら
始
ま
り
、
会
場
準
備
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
、
広
報
な
ど
を
有
志
幹
事
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
2
0
1
6
年
6
月
の
第
1
回

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
始
ま
っ
て
、
12
月
の
第
3
回

コ
ン
サ
ー
ト
ま
で
実
現
し
ま
し
た
。さ
っ
そ
く
、こ

れ
ま
で
の
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。
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海
外
留
学
体
験
記

海
外
留
学
体
験
記機

械
機
能
創
成
専
攻　
助
教

西
尾　
　
悠

私
は
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
「
若
手
リ
ー

ダ
ー
研
究
者
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
ご
支

援
い
た
だ
き
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
で
あ
る

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科

大
で
10
カ
月
間
の
在
外
研
究
を
行
う
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
滞
在
し
て
い
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
は
北
緯
約
59
度
に
位
置
し
て
お
り
、
北
海
道

稚
内
市
の
北
緯
45
度
と
比
べ
て
も
高
緯
度
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
気
温
は
冬
で
も
真
冬
日
に

な
る
か
な
ら
な
い
か
く
ら
い
で
あ
り
、
東
北
６

県
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
特
筆
す

べ
き
は
日
没
の
早
さ
で
す
。
本
稿
の
執
筆
時
は

日
～
８
日
に
お
い
て
、
航
空
宇
宙
コ
ー
ス
41
名

が
９
月
27
日
～
30
日
に
お
い
て
、仙
台
ニ
コ
ン
、

常
磐
共
同
火
力
、
日
立
製
作
所
、
新
日
鐡
住
金
、

東
芝
、
本
田
技
研
工
業
、
弥
満
和
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
、
I
H
I
、
日
産
自
動
車
、
日
本
精
工
、

J
F
E
ス
チ
ー
ル
、
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
、
ケ
ー
ヒ
ン
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
、
ジ
ャ
パ
ン 

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
小

松
製
作
所
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、
富
士

重
工
業
、
日
本
航
空
の
各
社
様
、
各
機
関
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
見
学
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
を
教
員
２
名
が
引
率
し
、
筆

者
も
航
空
宇
宙
コ
ー
ス
の
引
率
を
務
め
ま
し
た
。

近
郊
・
学
外
見
学
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

実
際
に
企
業
や
研
究
所
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
機

会
は
、
学
生
に
と
り
ま
し
て
将
来
の
進
路
を
考

慮
す
る
上
で
の
貴
重
な
経
験
に
な
り
得
る
と
、

非
常
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
学
部

３
年
生
の
多
く
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
非
常
に
貴
重
な
機

会
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
れ
る
か
心
配
す
る

面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
心
配
も

す
ぐ
に
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。
学
生
達
は
、

大
規
模
な
施
設
や
先
端
的
な
研
究
施
設
を
目
を

輝
か
し
な
が
ら
見
学
し
、
各
企
業
・
研
究
所
の

皆
様
の
ご
説
明
に
対
し
て
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の

企
業
・
研
究
所
で
は
、
機
械
系
O
B
・
O
G

の
先
輩
方
か
ら
直
に
仕
事
の
お
話
を
伺
っ
た
り

質
問
が
で
き
る
機
会
を
設
け
て
頂
き
ま
し
た
。

学
生
達
が
先
輩
方
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
刺
激
を
受
け
て
い
る
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
、
私
と
し
て
も
と
て
も
嬉
し
く
あ

り
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
学
生
達
の
レ
ポ
ー
ト

に
目
を
通
し
て
も
、
将
来
の
進
路
を
考
慮
す
る

観
点
か
ら
の
記
載
が
特
に
多
く
見
ら
れ
、近
郊
・

学
外
見
学
の
意
義
を
再
認
識
し
た
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。

本
近
郊
・
学
外
見
学
は
、
各
企
業
・
研
究
所

の
皆
様
の
ご
協
力
、
ま
た
貴
重
な
お
時
間
を
頂

戴
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
各
社
、各
機
関
の
皆
様
に
は
、

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
事
前
の
準
備
か
ら
当
日
の
仔

細
に
わ
た
る
ご
対
応
、
ま
た
数
々
の
ご
配
慮
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
「
近
郊
・
学
外
見
学
」
を
通
じ
て
、

実
社
会
に
お
け
る
工
学
実
践
や
研
究
開
発
に
触

れ
る
貴
重
な
場
を
学
生
達
に
提
供
し
て
参
り
ま

す
。
毎
年
度
の
初
頭
に
は
、
引
率
担
当
教
員
が

見
学
行
程
の
計
画
を
開
始
し
、
同
窓
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
見
学
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
ご
多
忙
の

中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
何
卒
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
９
時
に

日
が
昇
り
午
後
３
時
に
は
日
没
で
す
。
こ
ち
ら

の
人
も
こ
れ
に
は
辟
易
し
て
い
る
よ
う
で
、
現

地
に
長
く
い
る
人
か
ら
は
悪
い
話
し
か
聞
か
さ

れ
ず
、
さ
ら
に
は
ど
こ
ぞ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

摂
取
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
（
正
体
は

た
だ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
し
た
）。
し
か
し
実
際

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
関
連
の
催
し
事

が
多
く
、
思
い
の
ほ
か
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
滞
在
し
て
い
た
の
は
王
立
工
科
大
の

Linne Flow
 C

entre

内
の
実
験
グ
ル
ー
プ
で

し
た
。
東
北
大
の
講
座
制
と
は
異
な
り
１
グ

ル
ー
プ
に
５
名
程
度
の
教
授
と
准
教
授
、
助
教

が
所
属
し
、
研
究
員
、
ポ
ス
ド
ク
、
博
士
課
程

の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
各
教
員
と
共
同
で
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
博
士
課
程
の
学
生
は
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桑
野
博
喜
教
授
最
終
講
義

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
准
教
授

北
吉　
　
均

平
成
29
年
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
機
械
系

教
授
の
桑
野
博
喜
先
生
が
定
年
退
職
を
迎
え
ら

れ
ま
す
。

桑
野
先
生
は
、
1
9
7
7
年
に
東
北
大
学

工
学
研
究
科
機
械
工
学
第
二
専
攻
修
士
課
程
を

修
了
さ
れ
同
年
、
日
本
電
信
電
話
公
社
（
現

N
T
T
）
武
蔵
野
電
気
通
信
研
究
所
に
勤
務
、

2
0
0
3
年
ま
で
N
T
T
に
在
籍
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
1
9
8
7

－

1
9
8
8
年
米

国
コ
ー
ネ
ル
大
学
客
員
研
究
員
、
1
9
9
0

年
工
学
博
士
（
東
北
大
学
）、
1
9
9
5

－

1
9
9
6
年
東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
、
1
9
9
7

－

2
0
0
3
年
N
T
T
技
術
部
担
当
部
長
、
研

究
所
担
当
部
長
等
を
経
て
、
2
0
0
3
年
4

月
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
系
教
授

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
ご
研
究
は
、
材
料
か
ら
加
工
及
び
応

用
シ
ス
テ
ム
に
至
る
広
範
囲
な
も
の
で
、
各
種

論
文
賞
や
学
会
フ
ェ
ロ
ー
を
受
賞
さ
れ
ま
た
、

日
本
機
械
学
会
理
事
、
東
北
支
部
長
、
マ
イ
ク

ロ
ナ
ノ
工
学
部
門
部
門
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
先
生
が
1
9
9
3
年
に
世

界
に
先
駆
け
て
ご
提
案
さ
れ
た
セ
ン
サ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、
現
在

の
I
o
T
や
ト
リ
リ
オ
ン
・
セ
ン
サ
及
び
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
に
か
か
る
基
本
概
念
で
あ
り
、

次
世
代
の
社
会
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
て
自
ら
各
種
セ
ン
サ
の
M
E
M
S
化

桑
野
博
喜
教
授
最
終
講
義

研
究
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
お
り
日
本
の
初
任

給
く
ら
い
の
給
与
や
有
休
と
い
っ
た
権
利
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
の
み
な
ら
ず

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
圏
出
身
の
学
生
や
、
一

度
企
業
で
勤
め
た
後
に
ド
ク
タ
ー
と
し
て
戻
っ

て
く
る
な
ど
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は

教
員
や
ポ
ス
ド
ク
に
も
言
え
る
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
し
た
の
で
少
し
会
話
す
る
だ

け
で
私
に
と
っ
て
新
し
い
情
報
が
入
り
、
刺
激

的
な
滞
在
で
あ
り
、
様
々
な
考
え
方
を
持
つ
研

究
者
の
知
り
合
い
を
増
や
す
に
は
絶
好
の
機
会

で
し
た
。
さ
ら
に
滞
在
先
は
空
気
力
学
の
分
野

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
設
備
を
持
つ
研
究
グ
ル
ー

プ
で
し
た
の
で
、
自
身
の
研
究
だ
け
で
な
く
他

の
研
究
を
見
学
す
る
だ
け
で
も
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
自

身
の
研
究
で
は
集
中
し
て
実
験
が
で
き
る
環
境

を
与
え
ら
れ
、
受
け
入
れ
先
の
教
授
だ
け
で
な

く
多
く
の
ポ
ス
ド
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
外
の

研
究
者
と
意
見
交
換
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
幸
い
に
も
私
と
近
い
分
野
を
研
究

し
て
い
る
博
士
学
生
の
卒
業
時
期
と
滞
在
時
期

が
重
な
り
学
位
の
審
査
員
を
経
験
す
る
こ
が
で

き
ま
し
た
。

日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
環
境
で
長
期
間
研

究
活
動
が
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
私
に
と
っ
て

大
変
有
意
な
体
験
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
海
外
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
長
期
間
研

究
室
で
の
業
務
を
離
れ
る
こ
と
を
お
許
し
下

さ
っ
た
福
西
教
授
、
伊
澤
准
教
授
に
は
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
学
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
機
械
系
の
先
生
方
、機
械
・

知
能
系
事
務
室
の
皆
さ
ま
に
も
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
受
け
入
れ
先
のA

lfreds-
son

教
授
や
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
御
礼
申
し

技
術
の
開
発
、
自
立
環
境
発
電
と
無
線
通
信
技

術
及
び
そ
れ
ら
を
低
価
格
で
普
及
さ
せ
る
た
め

の
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
M
E
M
S
加
工
技
術
を
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
に
は
セ
ン
サ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
実
用

化
の
た
め
に
東
北
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
か
ら
の
出
資
で
仙
台
ス
マ
ー
ト
マ
シ
ー

ン
ズ
株
式
会
社
（
資
本
金
7
千
4
百
万
円
）
を

設
立
さ
れ
て
C
T
O
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
は
多
趣
味
で
ス
キ
ー
、
野
球
、

ピ
ア
ノ
演
奏
を
得
意
と
さ
れ
学
生
と
も
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災

当
時
、
先
生
は
ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
長
お
よ

び
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
長
で
、

不
安
な
留
学
生
等
の
相
談
に
の
り
、
で
き
た
ば

か
り
の
中
央
棟
に
集
め
て
寝
泊
り
さ
せ
る
な
ど

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
講
義
は
平
成
29
年
2
月
16
日

（
木
）、
機
械
系
第
1
講
義
室
に
て
「
セ
ン
サ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
目
指

し
て
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
先
生
の
ご
研

究
の
集
大
成
な
ら
び
に
企
業
人
と
大
学
教
員
の

ご
経
験
に
よ
る
新
し
い
観
点
か
ら
の
貴
重
な
御

講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、是
非
御
参
加
下
さ
い
。

上
げ
ま
す
。
最
後
に
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
生

活
を
支
え
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
ま
す
。
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平
成
28
年
11
月
10
日
に
内
神
田
の
「
か
ま
く

ら
ク
ラ
ブ
」
で
同
期
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年

は
昭
和
31
年
卒
の
我
々
に
と
っ
て
卒
業
60
年
目

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
て
同
期
会
を
仙
台
で
開
い
て
は
と
云
う

提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
方
の
賛
同
を
得

ら
れ
ず
、
結
局
例
年
通
り
、
東
京
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

10
年
前
の
卒
業
50
周
年
の
同
期
会
は
秋
保
温

泉
に
集
ま
り
、
文
集
ま
で
出
し
て
盛
大
に
行
い

ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
70
歳
台
の

我
々
に
は
体
調
を
気
に
せ
ず
に
行
動
で
き
る
若

さ
が
有
っ
た
の
だ
な
と
、
当
時
を
懐
か
し
く
想

い
出
し
て
い
ま
す
。

卒
業
時
に
55
名
だ
っ
た
同
期
生
は
、
現
在
で

は
32
名
、
そ
の
う
ち
で
元
気
に
外
出
で
き
る
の

機
械
三
十
一
年
卒
同
期
会

は
20
名
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
年
1
回
の
同
期
会

は
こ
こ
10
年
、
東
京
や
横
浜
と
い
っ
た
関
東
地

方
だ
け
の
開
催
と
あ
っ
て
、
出
席
者
は
関
東
在

住
者
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

全
員
に
呼
び
か
け
る
年
次
総
会
を
、
卒
業
60
周

年
の
今
年
で
終
了
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
今
年
の
同
期
会
の
最
大
の
議
題

は
、
来
年
か
ら
会
合
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ま
っ
た
く
無
く
す
の
も
残
念
で

淋
し
い
。
か
と
い
っ
て
従
来
の
や
り
方
で
は
幹

事
の
負
担
が
大
き
い
。

当
日
出
席
の
7
人
で
話
し
合
っ
た
結
果
、「
有

志
の
集
い
」
を
設
け
る
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し

た
。
会
合
の
日
時
、
場
所
を
固
定
し
て
、
原
則

と
し
て
案
内
状
は
配
布
し
な
い
。
当
日
都
合
の

よ
い
者
が
出
席
す
る
。
と
い
う
案
で
す
。
日
時

は
11
月
の
第
2
週
目
の
木
曜
日
（
11

：

30
～

13

：

30
）、場
所
は
「
か
ま
く
ら
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

と
り
あ
え
ず
来
年
は
11
月
9
日
で
す
。
そ
の
ほ

か
小
田
桐
画
伯
、
西
尾
画
伯
が
美
術
展
に
出
品

す
れ
ば
、
誘
い
あ
っ
て
出
掛
け
、
ミ
ニ
ミ
ニ
同

期
会
を
開
く
こ
と
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
何
時

ま
で
続
く
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
も
会

合
案
が
出
来
て
皆
ホ
ッ
ト
し
、
飲
み
直
し
て
歓

談
の
う
ち
に
最
後
の
年
次
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

佐
藤　
忠
教

（
機
械
工
学
科
31
年
卒
）

後列左から　小田桐　佐藤　小野寺
前列左から　大野　西尾　渋谷　石川

機
械
三
十
七
年
卒
同
期
会

平
成
二
十
八
年
（
第
一
五
回
）
同
級
会

平
成
28
年
5
月
16
日
に
表
記
の
同
級
会
が
東

京
代
々
木
の
代
々
木
倶
楽
部
（
旧
新
日
鉄
代
々

木
倶
楽
部
）
で
、
15
回
の
同
級
会
の
歴
史
で
初

め
て
昼
食
会
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

幹
事
は
菱
沼
孝
夫
・
緑
川
富
士
彦
の
2
名
。

参
加
者
は
25
名
、
当
初
は
31
名
の
参
加
予
定

の
所
（
同
級
生
は
全
部
で
51
名
、
物
故
者
は
9

名
）、
直
前
に
6
名
が
健
康
上
の
理
由
で
キ
ャ

ン
セ
ル
と
な
っ
た
。

同
級
会
は
、
亡
く
な
っ
た
9
名
の
同
級
生
に

黙
祷
を
捧
げ
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
37
年
卒
の
同
級
会
は
、
第
1
回
は
卒
20
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機
械
四
十
一
年
卒
同
期
会

「
佐
渡
へ
」

卒
業
後
50
年
目
の
ク
ラ
ス
会
を
平
成
28
年
11

月
1
～
2
日
に
佐
渡
で
開
催
し
た
。
我
々
の
ク

ラ
ス
会
は
、
こ
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
隔
年
で
実
施
し

て
お
り
、
平
成
8
年
以
後
で
は
、
箱
根
、
日
本

平
、
別
所
温
泉
、
仙
台
青
葉
山
、
長
良
川
、
東

京
湾
、
草
津
、
高
山
、
角
館
、
そ
し
て
今
回
の

佐
渡
と
な
る
。
箱
根
以
来
夫
妻
で
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
10
回
目
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最

近
で
は
ご
夫
人
方
も
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
だ
。
今
回
は
夫
人
同
伴
10
組
を
含

め
合
計
26
人
の
参
加
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
幹
事
役
で
新
潟
在
住
の
佐
藤
一
也

君
か
ら
佐
渡
ヶ
島
の
推
奨
が
あ
っ
た
。
他
の
幹

事
か
ら
は
、
天
候
の
こ
と
も
あ
り
大
丈
夫
か
と

心
配
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
佐
渡
汽
船
の
説
明

で
、
11
月
初
め
は
台
風
も
な
い
し
欠
航
す
る
こ

と
は
ま
ず
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
当
日
朝
は
、
予
定
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
便
は
荒

天
の
た
め
運
行
未
定
と
い
う
情
報
。
新
潟
宿
泊

に
変
更
か
と
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
が
、
集
合
1
時

間
ほ
ど
前
に
運
行
決
定
と
決
ま
っ
て
一
同
や
や

安
堵
。
し
か
し
、
風
が
強
く
、
寒
い
新
潟
の
海

は
大
荒
れ
、
船
は
大
揺
れ
、
出
航
時
間
に
な
っ

て
も
様
子
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
な
か

な
か
出
航
し
な
い
。
や
っ
と
出
航
し
た
ら
、
海

は
大
荒
れ
、船
の
大
揺
れ
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
、

時
に
は
衝
突
し
た
よ
う
な
衝
撃
が
あ
り
、
自
然

の
脅
威
に
お
び
え
船
の
進
歩
に
感
心
し
な
が

ら
、
や
っ
と
佐
渡
へ
着
い
た
。
当
日
の
そ
の
後

の
便
は
欠
航
、
翌
日
の
帰
り
便
は
穏
や
か
だ
っ

た
も
の
の
、
あ
く
る
日
は
暴
風
警
報
で
朝
か
ら

全
便
欠
航
で
、
思
え
ば
大
荒
れ
の
合
間
を
す
り

抜
け
た
往
復
で
あ
っ
た
。

到
着
後
は
、
半
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
佐
渡

金
山
跡
、
震
え
上
が
る
強
風
の
尖
閣
湾
等
を
楽

し
ん
だ
後
、
島
一
番
料
理
が
お
い
し
い
と
い
う

民
宿
に
到
着
。

集
合
の
後
、
今
回
の
幹
事
長
の
佐
藤
一
也
君

の
開
会
あ
い
さ
つ
と
、
参
加
予
定
で
あ
っ
た
赤

澤
順
夫
妻
及
び
澤
柳
健
君
が
本
人
の
健
康
上
の

理
由
で
、
黒
澤
優
君
が
親
族
の
法
事
と
い
う
理

由
で
、
急
遽
欠
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。

前
回
の
同
期
会
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
石
橋
一

紘
君
へ
の
黙
祷
の
後
、
最
遠
の
大
分
か
ら
の
参

加
で
、
最
近
ダ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し

た
と
い
う
吉
田
寿
樹
君
の
乾
杯
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
、
佐
渡
お
け
さ
、
相
川
音
頭
を
は
さ
ん
で
、

恒
例
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

年
目
に
秋
保
温
泉
で
行
わ
れ
、
第
5
回
迄
は
不

定
期
で
第
6
回
（
平
成
9
年
）
か
ら
は
2
年
お

き
に
開
催
さ
れ
て
来
た
。

幹
事
は
各
地
区
の
持
ち
回
り
で
、
こ
れ
ま
で

の
開
催
場
所
は
熱
海
温
泉
・
千
葉
鹿
野
山
・
鳥

羽
・
鬼
怒
川
温
泉
・
い
わ
き
湯
本
温
泉
・
松
島
・

那
須
湯
本
・
箱
根
仙
石
原
・
秋
保
温
泉
。
長
野

白
骨
温
泉
・
神
戸
有
馬
温
泉
と
全
て
1
泊
の
同

級
会
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
初
め
て
の
日
帰
り

昼
食
会
形
式
で
あ
っ
た
。

参
加
者
最
遠
者
は
広
島
県
在
住
の
国
分
裕

氏
、
写
真
は
千
葉
県
在
住
の
渡
辺
正
典
氏
。

当
日
は
、
昼
食
会
の
前
に
J
R
原
宿
駅
に

集
合
し
、明
治
神
宮
を
散
策
し
た（
18
名
参
加
）。

次
回
（
16
回　

平
成
30
年
）
は
、
最
終
回
の

同
級
会
と
し
仙
台
で
開
催
予
定
。

昭
和
37
年
卒
業
生
は
76
～
77
歳
と
な
り
、
今

回
も
直
前
に
健
康
上
の
理
由
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
い
だ
事
も
あ
り
、
同
級
会
は
次
回
第
16
回

（
平
成
30
年
）
を
最
後
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
場
は
我
々
の
第
2
の
故
郷
と
い
う
べ
き
仙

台
を
予
定
。

緑
川
富
士
彦

（
機
械
工
学
科
37
年
卒
）
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械
四
十
三
年
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近
況
報
告
で
は
、
健
康
、
地
域
で
の
活
躍
、

仕
事
、
趣
味
、
日
常
生
活
で
の
新
た
な
発
見
な

ど
、
興
味
尽
き
な
い
話
が
続
い
た
。
Ｍ
君
は
医

療
保
険
金
を
継
続
的
に
い
た
だ
く
方
法
を
発

見
、
Ｏ
君
は
東
京
に
戻
り
日
々
の
散
策
で
新
し

い
銀
座
を
発
見
、
も
う
一
人
の
Ｏ
君
は
ラ
ジ
オ

体
操
を
す
る
と
体
の
動
き
と
お
な
か
の
動
き
が

一
致
し
な
い
こ
と
を
発
見
等
、
シ
ニ
ア
の
日
常

生
活
の
発
見
が
披
露
さ
れ
た
。
田
村
は
、
学
生

時
代
に
引
っ
越
し
が
始
ま
っ
て
半
世
紀
過
ぎ
た

青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
地
下
鉄
が
開
通
し
た
の

で
行
っ
て
み
た
こ
と
、
機
械
系
の
建
物
ま
で
ず

い
ぶ
ん
歩
い
た
こ
と
、
海
野
紘
治
君
が
屋
根
裏

に
巣
食
っ
て
い
た
実
験
棟
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ご
夫
人
方
か
ら
は
、

主
人
の
健
康
へ
の
気
遣
い
と
、
も
う
ゆ
っ
く
り

す
れ
ば
良
い
生
活
環
境
な
の
に
次
か
ら
次
へ
と

や
る
こ
と
を
発
見
し
て
は
動
き
回
っ
て
い
る
亭

主
に
あ
き
れ
て
い
る
と
の
話
が
複
数
あ
っ
て
印

象
的
で
あ
っ
た
。
１
次
会
は
、
海
野
紘
一
君
の

音
頭
で
、
恒
例
の
〝
青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
の

く
〟
で
締
め
た
。
2
次
会
で
は
、
男
性
方
、
ご

婦
人
方
が
そ
れ
ぞ
れ
輪
を
つ
く
り
、
２
年
に
１

回
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。

翌
日
は
、
佐
渡
の
半
日
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
お

寺
、
佐
渡
博
物
館
、
酒
蔵
、
ト
キ
の
森
公
園
等

を
見
聞
。
名
所
案
内
の
聴
き
上
手
、
酒
蔵
の
利

き
上
手
に
、
帰
り
便
が
気
に
な
る
ガ
イ
ド
が
や

き
も
き
し
て
い
た
。
２
年
後
、
再
会
す
る
こ
と

を
誓
い
、
穏
や
か
な
復
路
の
船
旅
の
後
解
散
し

た
。
次
回
は
持
館
昭
君
他
の
お
世
話
で
関
西
圏

で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
る
。

田
村　
　
実

（
機
械
工
学
科
41
年
卒
）

平
成
28
年
4
月
16
・
17
日
に
東
北
大
学
工
学

部
機
械
工
学
科
昭
和
43
年
卒
第
3
回
同
期
会

（
卒
業
生
は
52
名
）
を
、
参
加
者
15
人
を
得
て

熱
海
伊
豆
山
温
泉
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
熱
海
」
を
会

場
に
開
催
し
た
。
実
は
、
ま
さ
に
同
期
会
開
催

の
当
日
に
熊
本
地
震
が
あ
り
大
き
な
被
害
と
余

震
の
頻
発
が
続
い
て
い
た
た
め
予
定
通
り
開
催

す
る
か
ど
う
か
悩
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
開

催
が
少
な
く
、
今
回
は
そ
の
後
の
開
催
を
多
く

し
よ
う
と
し
た
最
初
の
機
会
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
予
定
通
り
開
催
し
た
。

会
は
乾
杯
の
の
ち
恒
例
の
一
言
挨
拶
と
な
っ

た
が
、こ
の
中
で
は
定
番
の
健
康
問
題
の
他
に
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
友
人
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
等
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
み
な
ら

ず
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
を
含
め
て
多
く
の
友

人
に
思
い
が
広
が
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

ま
た
熊
本
地
震
が
話
題
の
中
心
と
な
っ
た

が
、
東
日
本
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

仙
台
そ
し
て
母
校
東
北
大
学
に
つ
い
て
も
前
回

に
引
き
続
い
て
話
題
と
な
り
、
今
回
は
特
に
そ

の
復
興
の
様
子
に
大
き
な
関
心
と
報
告
が
寄
せ

ら
れ
た
。
復
興
の
実
態
を
未
だ
実
際
に
目
の
当

た
り
に
し
て
い
な
い
人
も
い
る
と
の
こ
と
で
、

大
学
の
見
学
を
含
む
仙
台
で
の
同
期
会
を
近
い

う
ち
に
開
催
す
る
と
の
提
案
が
採
択
さ
れ
た
。

同
期
会
そ
の
も
の
は
2
・
3
年
毎
に
開
催
す
る

こ
と
、
そ
し
て
前
述
の
仙
台
開
催
を
で
き
る
だ

け
次
々
回
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。15

人
の
内
、
3
名
は
所
用
の
た
め
日
帰
り
と

な
っ
た
が
、
残
り
12
名
は
二
次
会
を
開
き
夜
遅

く
ま
で
懇
親
を
深
め
た
。
二
次
会
で
は
、
地
震

に
関
連
し
て
原
発
の
安
全
性
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
等
に
関
し
て
も
多
く
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
近
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
つ
つ
あ
る
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
や
、
海

外
企
業
に
よ
る
日
本
企
業
の
買
収
・
日
本
企
業

に
よ
る
海
外
企
業
買
収
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問

題
に
も
議
論
が
広
が
り
忌
憚
の
な
い
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

最
近
は
こ
う
し
た
問
題
を
じ
っ
く
り
考
え

る
、
あ
る
い
は
議
論
を
交
わ
す
機
会
が
（
物
理

的
に
も
立
場
的
に
も
心
理
的
に
も
）
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
、
個
人
・
技
術
者
・
企
業
人
・
経

営
者
・
社
会
人
・
日
本
人
・
国
際
人
と
い
ろ
い

ろ
な
立
場
に
思
い
を
馳
せ
た
議
論
を
交
わ
せ
た

こ
と
は
同
期
会
な
ら
で
は
、
と
の
感
を
強
く
し

た
。な

お
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
病
気
療
養
中
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2
0
1
6
年
10
月
15
日
（
土
）
に
機
械
工

学
科
S
5
0
年
卒
の
同
期
生
17
名
が
青
山
の

ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
に
集
い
ま
し
た
。
そ
の
会
場

は
表
参
道
駅
か
ら
青
山
学
院
に
向
か
う
賑
や
か

な
道
す
が
ら
数
分
の
所
、
T
o
k
y
o
の
一

景
色
を
感
じ
つ
つ
の
会
場
入
り
で
し
た
。

実
は
今
回
の
同
期
会
に
先
立
ち
、
当
時
淵
沢

研
の
橋
本
さ
ん
に
音
頭
を
と
っ
て
戴
き

2
0
1
6
年
4
月
16
日
（
土
）
に
卒
業
後
40

数
年
振
り
と
な
る
同
期
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
際
の
決
め
事
が
2
つ
、
ひ
と
つ
は
毎
年
10
月

の
第
3
土
曜
日
に
同
期
会
を
行
う
こ
と
、
そ
し

て
二
つ
目
が
そ
れ
ぞ
れ
の
同
期
会
の
幹
事
は
研

究
室
毎
の
持
ち
回
り
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
今
回
は
萱
場

研
が
幹
事
と
な
り
定
例
第
1
回
目
の
同
期
会
開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

開
始
時
に
会
場
内
を
見
渡
す
と
、

 

・  

先
の
4
月
の
同
期
会
で
は
会
う
こ
と
が
で

き
ず
に
、
40
数
年
振
り
に
会
っ
た
人
、

 

・  

4
月
以
来
半
年
ぶ
り
の
再
会
の
人
、

 

・  

ま
た
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
口
実
に
最
近
も

学
生
気
分
で
ト
コ
ト
ン
飲
ん
だ
と
い
う
人

た
ち
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
時
間
差
の
あ
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン
か

ら
降
り
た
っ
た
よ
う
な
人
た
ち
の
顔
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
は
エ
イ
リ
ア
ン
と
の
遭
遇
か
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
ヨ
ソ
ヨ
ソ
し
い
雰
囲
気
も
あ
り

ま
し
た
が
、
研
究
室
ご
と
の
近
況
報
告
の
あ
た

り
か
ら
当
時
の
記
憶
も
少
し
は
蘇
り
、〝
変
わ

ら
な
い
な
～
〟
や
ら
、〝
太
っ
た
な
！
〟
な
ど

過
去
の
記
憶
を
楽
し
む
余
裕
も
出
て
き
ま
し

た
。今

回
の
参
加
者
は
、
当
時
の
研
究
室
別
に
は

大
塚
研
2
名
、
萱
場
研
3
名
、
斎
藤
研
2
名
、

鈴
木
研
3
名
、
武
山
研
2
名
、
玉
手
研
2
名
、

畑
中
研
1
名
そ
し
て
淵
沢
研
か
ら
が
2
名
で
し

た
。
ま
た
地
域
的
に
は
、
遠
く
は
宮
城
県
石
巻

か
ら
参
加
の
山
本
憲
一
さ
ん
を
は
じ
め
、
茨
城

県
3
名
、
神
奈
川
県
4
名
、
埼
玉
県
3
名
、
静

岡
県
1
名
、
千
葉
県
1
名
、
そ
し
て
東
京
都
か

ら
が
4
名
で
し
た
。

次
回
（
2
0
1
7
年
10
月
21
日
（
土
）
予
定
）

の
定
例
第
2
回
同
期
会
の
幹
事
役
は
、
玉
手
研

の
坂
本
さ
ん
と
圓
谷
さ
ん
が
持
ち
帰
っ
て
く
れ

機
械
五
十
年
卒
同
期
会

ま
し
た
。
次
回
は
遠
方
か
ら
来
る
方
へ
の
配
慮

を
考
え
よ
う
と
か
、
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
考

慮
し
て
保
護
者
役
？
の
身
内
の
同
伴
も
可
と
し

よ
う
、
な
ど
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

次
回
も
楽
し
く
、
よ
り
多
く
の
同
期
生
が
集

ま
り
ま
す
よ
う
に
！

新
井　
秀
雄

（
機
械
工
学
科
50
年
卒
）

で
こ
の
同
期
会
を
欠
席
さ
れ
た
石
川
淳
君
が
7

月
31
日
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
申
し
上

げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
和
田
克
美

（
機
械
工
学
科
43
年
卒
）
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機
械
五
十
五
年
卒
同
期
会

平
成
28
年
９
月
10
日
、
２
年
振
り
に
東
京
八

王
子
周
辺
で
同
期
会
が
開
催
さ
れ
25
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
前
回
は
大
学
時
代
勉
学
に
励
ん
だ

（
つ
も
り
の
）
思
い
出
の
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
参
加
で
き
な

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
多
く
参
加
し
懐
か
し
い
再

会
と
な
り
ま
し
た
。

集
合
は
西
八
王
子
駅
南
口
に
10
時
、
還
暦
前

後
の
元
気
な
お
じ
さ
ま
方
が
大
勢
集
ま
っ
て
い

る
光
景
は
ち
ょ
っ
と
目
立
つ
存
在
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
向
っ
た
先
は
清
宮
君
が
社
長

を
務
め
る
株
式
会
社
テ
ー
ジ
ー
ケ
ー
、
エ
ア
コ

ン
を
始
め
と
す
る
自
動
車
用
機
器
の
制
御
部
品

や
家
庭
用
水
廻
り
部
品
を
作
っ
て
い
る
会
社
で

す
。
な
ん
と
月
産
１
0
0
0
万
個
の
部
品
は

シ
ェ
ア
世
界
第
２
位
と
の
こ
と
！　

で
も
２
社

で
し
か
作
っ
て
い
な
い
の
で
同
時
に
世
界
ビ
リ

と
の
説
明
は
笑
い
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
二
手

に
分
れ
工
場
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
３
Ｓ

が
行
き
届
き
良
い
環
境
で
良
い
仕
事
が
で
き
て

い
る
な
、
と
い
っ
た
印
象
で
し
た
。
開
発
部
門

は
様
々
な
試
験
設
備
、
計
測
機
器
が
整
然
と
配

置
さ
れ
て
お
り
実
車
相
当
で
の
確
認
そ
し
て
解

析
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
歳
を

取
っ
て
も
な
お
好
奇
心
旺
盛
な
輩
の
次
か
ら
次

と
続
く
質
問
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
る
う
ち
、
あ
っ
と
言

う
間
に
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
！　

清
宮
君
の

巻
き
が
入
り
懇
親
会
会
場
へ
の
バ
ス
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。

懇
親
会
は
高
尾
の
緑
深
い
山
あ
い
に
あ
る

〝
う
か
い
烏
山
〟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
冷
酒
で

の
乾
杯
の
後
は
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
の
近
況
報
告
、
ま
だ
ま
だ
重
責
を
担
い

多
忙
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
方
、
そ
し
て
無

事
定
年
を
迎
え
自
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

よ
う
と
い
う
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

活
き
活
き
と
人
生
経
験
を
重
ね
て
来
た
よ
う
で

中
身
が
濃
く
大
変
楽
し
い
話
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
前
回
の
同
期
会
で
は
出
な
か
っ
た
還
暦
祝

い
の
話
も
あ
り
〝
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着

せ
ら
れ
て
孫
に
祝
っ
て
も
ら
っ
た
〟
と
か
の
ほ

の
ぼ
の
し
た
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。締
め
は〝
青

葉
も
ゆ
る
〟
の
大
絶
唱
、
私
自
身
学
生
時
代
ほ

と
ん
ど
歌
っ
た
記
憶
が
無
い
の
に
何
故
か
普
通

に
歌
え
る
の
は
や
は
り
知
ら
な
い
間
に
摺
り
込

み
が
あ
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
不
思
議
な
感
覚

で
し
た
。

昼
過
ぎ
か
ら
快
調
に
飲
み
続
け
て
大
い
に
盛

り
上
っ
た
一
次
会
の
余
韻
そ
の
ま
ま
に
ま
た
ま

た
テ
ー
ジ
ー
ケ
ー
の
バ
ス
で
八
王
子
駅
前
に
移

動
、
二
次
会
突
入
と
な
り
ま
し
た
。
二
回
目
の

乾
杯
の
後
、
橋
田
君
か
ら
現
在
の
東
北
大
学
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
仙
台
駅
か
ら
工
学
部
ま

で
地
下
鉄
東
西
線
が
通
じ
た
こ
と
、
ゴ
ル
フ
場

跡
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
作
っ
て
い
る
こ

と
、
優
秀
な
学
生
を
集
め
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ

と
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
様
々
で
し
た
が
、

一
番
の
驚
き
は
教
授
の
講
義
を
学
生
が
評
価
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
教
授
と
言
え
ば
研
究

に
没
頭
で
き
る
環
境
で
自
ら
の
裁
量
で
仕
事
に

打
ち
込
む
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
時
代
の
変
化

か
？　

大
学
も
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

次
回
同
期
会
幹
事
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
る

メ
ン
バ
ー
で
即
決
定
！　

２
年
後
に
横
浜
中
華

街
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
い
い
加
減

出
来
上
が
っ
た
ノ
リ
で
羽
田
の
整
備
工
場
に
行

き
た
い
、
と
か
扇
島
の
製
鉄
所
を
見
た
い
、
と

か
好
き
勝
手
言
っ
て
い
ま
し
た
が
さ
て
ど
う
な

る
こ
と
や
ら
？　

次
は
全
員
が
還
暦
を
過
ぎ
る

歳
と
な
り
ま
す
が
皆
さ
ん
健
康
に
気
を
つ
け
て

お
元
気
で
！ 

最
後
に
今
回
の
幹
事
さ
ん
、
そ
し
て
清
宮
君

を
始
め
と
し
休
日
を
返
上
し
て
い
た
だ
い
た

テ
ー
ジ
ー
ケ
ー
の
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
山　
常
文

（
機
械
工
学
科
55
年
卒
）
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ん
な
活
動
の
紹
介
が
あ
り
、
爆
笑
と
感
嘆
の
う

ち
に
時
を
過
ご
し
た
。
中
に
は
50
年
振
り
に
再

会
し
た
人
も
い
た
が
、
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。

翌
日
は
台
風
崩
れ
の
温
帯
低
気
圧
で
雨
模
様

の
中
、ホ
テ
ル
を
出
発
し
、る
ー
ぷ
る
仙
台
（
循

環
バ
ス
）
で
青
葉
城
跡
を
経
て
、
青
葉
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
機
械
棟
に
到
着
し
た
。
我
々
の
年
代

は
大
学
1
、
2
年
次
は
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
、
3

年
次
は
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
、
4
年
次
は
青
葉
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
新
設
さ
れ
た
機
械
棟
に
最
初

に
入
っ
た
世
代
で
あ
り
、
そ
の
建
屋
は
5
年
前

の
東
日
本
大
震
災
に
も
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
、

生
き
残
っ
て
い
た
。
全
般
的
に
増
設
、
改
装
さ

れ
て
い
る
が
、
基
本
構
造
は
そ
の
ま
ま
の
様
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
機
械
系
同
窓
会
事
務
局

の
武
井
さ
ん
の
お
取
計
ら
い
で
足
立
研
究
室
を

見
学
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
っ
た
。
3
班
に
分

け
て
3
つ
の
実
験
室
に
伺
い
、
研
究
テ
ー
マ
と

そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
非
常
に
丁
寧
な
説
明
を

受
け
、
現
在
の
研
究
手
法
や
実
験
設
備
な
ど
興

味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
廊
下
か
ら
学
生
の
控

室
な
ど
覗
き
、
各
机
の
上
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る

以
外
、「
こ
こ
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
な
」
と
の

声
も
あ
っ
た
。
青
葉
記
念
会
館
で
昼
食
の
後
、

再
度
る
ー
ぷ
る
仙
台
で
、青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
り
、定
禅
寺
通
り
か
ら
、

一
番
町
を
徒
歩
で
、
す
っ
か
り
変
化
し
た
が
、

所
々
に
思
い
出
の
残
る
町
を
歩
い
た
。
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
3
年
次
に
出
入
り
し
て
い
た

石
の
ア
ー
チ
式
玄
関
や
ロ
ビ
ー
を
古
い
記
憶
か

ら
思
い
起
こ
し
て
い
た
。雨
脚
が
激
し
く
な
り
、

最
後
は
慌
た
だ
し
い
状
況
と
な
っ
た
が
、
又
の

再
会
を
約
し
て
、
散
会
し
た
。

篠
崎　
厚
志

（
機
械
工
学
第
Ⅱ
学
科
41
年
卒
）

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
11
月
8
日
（
火
）

の
午
後
、
東
京
都
文
京
区
の
小
石
川
後
楽
園
内

の
「
涵
徳
亭
」
で
、
第
18
回
目
の
同
級
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
14
名
で
、
昨
年
よ
り
1
名

多
い
。

東
京
の
気
温
は
日
中
の
最
高
気
温
が
13
・
6 

度
で
、
前
日
（
立
冬
）
の
14
・
4
度
よ
り
低
い

日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
始
時
刻
ま
で

に
全
員
が
揃
い
、
集
合
写
真
の
撮
影
を
、
山
崎

勉
氏
に
お
願
い
す
る
。
涵
徳
亭
の
庭
を
背
に
し

て
二
列
に
並
び
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
も
ら

う
。ビ

ー
ル
で
乾
杯
の
あ
と
、
差
し
入
れ
の
日
本

酒
を
味
わ
い
な
が
ら
食
事
を
始
め
る
。
各
自
の

近
況
を
示
す
一
覧
表
の
な
か
に
は
、
病
気
療
養

中
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
の
た
め
外
出
に

自
信
な
く
、
ま
た
は
体
調
不
良
の
た
め
欠
席
す

る
人
が
い
る
。
眼
、
耳
、
心
臓
、
腰
、
脚
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
の
部
分
に
問
題
を
抱
え
て
い
る

人
も
い
る
。

全
員
が
す
で
に
81
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
毎
年
こ
う
し
て
元
気
に
集
ま
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朝
5
時
に
起
き
、
神
戸
か
ら
日
帰
り
で
参
加

し
た
友
人
は
、
今
も
週
3
～
4
回
、
毎
回
10
㎞

を
2
時
間
か
け
て
歩
い
て
い
る
。10
㎞
の
う
ち
、

2
㎞
程
度
は
、
時
速
6
㎞
以
上
で
歩
き
、
心
臓

に
負
荷
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

塩
竃
市
在
住
の
友
人
は
、
同
級
会
の
二
日
前

か
ら
神
奈
川
の
旧
友
を
訪
ね
、
ゴ
ル
フ
を
し
た

あ
と
出
先
か
ら
出
席
し
た
。
今
も
、
地
元
の
出

身
校
の
ク
ラ
ス
会
の
世
話
を
続
け
て
い
る
。
80 

歳
を
過
ぎ
、
活
力
の
衰
え
を
感
じ
て
も
、
仕
事

精
密
三
十
二
年
卒
同
期
会

第
十
八
回
目
の
同
級
会

機
械
第
Ⅱ
四
十
一
年
卒
同
期
会

昭
和
41
年
卒
業
の
我
々
は
今
年
が
卒
業
50
年

の
節
目
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
同
期
会
は
東
京
を

中
心
に
開
催
さ
れ
て
来
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

は
仙
台
の
今
昔
に
ス
ポ
ッ
ト
当
て
開
催
さ
れ

た
。2

0
1
6
年
9
月
7
日
秋
保
の
ホ
テ
ル
に
、

前
泊
し
て
ゴ
ル
フ
に
日
焼
け
し
た
5
名
も
合
流

し
、
遠
く
和
歌
山
や
名
古
屋
か
ら
駆
け
付
け
た

人
を
含
め
、
計
18
名
が
参
集
し
、
会
を
盛
り
上

げ
た
。

近
況
報
告
で
は
、
一
週
間
の
午
前
・
午
後
の

活
動
状
況
を
披
露
す
る
人
、
毎
日
朝
昼
夕
の
3

食
を
調
理
す
る
人
な
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
後
期
高
齢

者
に
近
い
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
々
元
気
盛
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や
趣
味
を
通
じ
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
同

期
会
に
参
加
し
て
い
る
。

成
年
後
見
人
を
し
て
い
る
永
田
充
氏
は
、

2
0
1
6
年
4
月
に
認
定
社
会
福
祉
士
（
地
域

社
会
・
多
文
化
分
野
） 

に
登
録
さ
れ
、
今
後
5

年
間
、
地
域
福
祉
の
推
進
と
後
輩
の
育
成
活
動

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
0
1
6
年
8
月
、
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
に
行

き
、
川
船
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
き
た
健
康
で

病
気
知
ら
ず
の
友
人
も
い
る
。
同
級
会
の
席
で

は
、
闘
病
生
活
の
話
題
が
多
く
な
り
が
ち
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
は
我
が
身
と
思
い
な
が

ら
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
、
後
日
感
想
を
も

ら
っ
た
。

長
年
住
ん
で
い
る
町
の
た
め
に
、
コ
ン

精
密
四
十
三
年
卒
同
期
会

2
0
1
6
年
10
月
11
・
12
日
両
日
に
わ
た
り

同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
後
は
仙
台

で
と
い
う
申
し
送
り
に
従
い
、
仙
台
開
催
と
し

ま
し
た
。東
京
か
ら
の
参
加
者
も
多
い
と
考
え
、

東
京
か
ら
バ
ス
で
仙
台
、温
泉
地
で
宴
会
宿
泊
、

大
学
見
学
と
の
案
で
ス
タ
ー
ト
。
い
ろ
い
ろ
の

ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
最
後
は
「
バ
ス
で
巡
る
震

災
復
興
地
と
懐
か
し
の
母
校
」（
坂
井
氏
命
名
）

と
銘
打
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
よ
り
11
名
（
東
京
幹
事
田
中
さ
ん
）、

バ
ス
で
仙
台
へ
。
永
井
先
生
、
箱
守
先
生
、
加

藤
先
生
、
守
時
先
生
の
4
名
と
、
他
6
名
が
仙

台
よ
り
参
加
（
仙
台
幹
事
吉
野
さ
ん
）、
全
部

前列左から、福来友康、横山靖男、神賀弘、小泉晋、市川嘉宏、山本義次郎
後列左から、山﨑勉、永田充、小野傳、上西武仁、町眞次、加藤洋、小林貞雄、八戸信昭

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、町
の
合
唱
団
の
た
め
に
、

C
D

－

R
O
M
の
タ
イ
ト
ル
印
刷
や
、
料
理

ク
ラ
ブ
の
「
実
施
計
画
、・
名
簿
作
成
」
な
ど

の
仕
事
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
10
年
近
く
し
て

い
る
友
人
も
い
る
。

エ
メ
ラ
ル
ド
婚
（
55
年
）
を
迎
え
た
山
﨑
氏

は
、
記
念
の
会
を
仙
台
市
で
開
い
た
。
二
男
が

仙
台
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
行
っ
て
み
た
と
こ

ろ
市
内
が
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、

昔
の
お
も
か
げ
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
。

平
成
29
年
の
同
級
会
は
、
卒
業
後
60
年
目
に

あ
た
る
。
仙
台
で
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
た

け
れ
ど
も
、
手
を
あ
げ
る
者
が
少
な
く
、
来
年

も
11
月
に
、
同
じ
会
場
（
涵
徳
亭
）
で
開
催
す

る
。
た
だ
、
単
身
で
の
出
席
に
不
安
を
感
じ
る

者
や
、
家
族
が
足
元
を
心
配
す
る
場
合
も
予
想

さ
れ
る
の
で
、
10
年
ぶ
り
に
同
伴
者
と
の
出
席

を
考
え
て
い
る
。

八
戸　
信
昭

（
精
密
工
学
科
32
年
卒
）

で
21
人
の
集
団
で
、
津
波
で
被
害
を
受
け
た
荒

浜
地
区
、
閖
上
地
区
を
見
学
し
復
興
ぶ
り
を
つ

ぶ
さ
に
見
学
し
ま
し
た
。
吉
野
さ
ん
の
事
前
調

査
・
名
案
内
に
感
謝
し
つ
つ
、
夕
闇
迫
る
こ
ろ
、

秋
保
温
泉
緑
水
亭
に
到
着
。
宴
会
を
開
催
し
、

先
生
方
か
ら
ま
だ
ま
だ
研
究
を
続
け
て
い
る
と

檄
を
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
各
人
の
近
況
報
告
で

は
、
学
ぶ
人
、
研
究
す
る
人
、
教
え
る
人
、
介

護
す
る
人
、
遊
ぶ
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貢
献
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
、
を
知
り
ま
し
た
。
夜
遅
く

ま
で
二
次
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

翌
日
は
「
懐
か
し
の
母
校
」
東
北
大
学
の
元

精
密
工
学
系
の
ナ
ノ
計
測
制
御
分
野
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
工
学
分
野
の
研
究
室
を
訪
問
し
、
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た
エ
リ
ア
に
手
入
れ
さ
れ
て
な
ら
ん
で
お
り
、

「
５
S
」
も
手
を
抜
い
て
い
な
い
こ
と
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

佐
竹
知
事
の
講
演
会
は
幸
運
に
も
工
学
部
恒

例
の
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
講
義
」
と
し
て
実
施

さ
れ
、
中
央
棟
大
講
義
室
で
工
学
研
究
科
長
以

下
の
聴
衆
を
前
に
行
わ
れ
た
。
学
部
生
、
院
生

他
広
い
層
が
参
加
し
た
。
印
象
を
ひ
と
こ
と
で

言
え
ば
、2
期
目
後
半
の
現
役
知
事
の
持
つ「
迫

力
」
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
以
前
か
ら
の
温
厚

な
印
象
に
加
え
、
T
O
P
と
し
て
の
説
得
力

が
表
現
に
も
出
て
い
た
。
技
術
系
が
多
い
聴
衆

達
に
し
っ
か
り
リ
ク
ル
ー
ト
情
報
も
出
し
て
い

た
。最

後
の
懇
親
会
は
記
念
会
館
の
「
四
季
彩
」

我
々
の
頃
に
は
居
な
か
っ
た
若
手
の
女
性
研
究

者
ら
か
ら
、
研
究
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昼
は
市
内
で
牛
タ
ン
を
食
し
、解
散
。

仙
台
組
に
見
送
ら
れ
、
無
事
帰
郷
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
仙
台
な
の
で
他
に
回
り
た
い

人
、
年
な
の
で
「
バ
ス
は
？
」
と
い
う
人
も
あ

り
、
東
京
か
ら
の
バ
ス
は
ゆ
っ
た
り
。
安
く
つ

く
か
と
の
思
い
も
あ
て
は
ず
れ
（
会
計
幹
事
福

永
さ
ん
）。「
い
い
か
げ
ん
」と
言
わ
れ
な
が
ら
、

「
好
い
加
減
」
に
は
自
由
が
あ
る
・
夢
が
あ
る

と
突
っ
走
っ
た
代
表
幹
事
の
責
任
で
す
。
次
回

は
2
年
後
、
東
京
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

荒
井　
　
攻

（
精
密
工
学
科
43
年
卒
）

精
密
四
十
六
年
卒
四
十
五
周
年
同
期
会

今
回
の
同
期
会
（
H
28
年
10
月
27
日
開
催
、

幹
事
長
は
村
田
稔
氏
）
の
ね
ら
い
を
キ
ー
ワ
ー

ド
で
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
地
下
鉄

で
、
現
役
教
授
か
ら
の
学
科
説
明
、
S
46
同
期

の
佐
竹
秋
田
県
知
事
の
講
演
会
、
恩
師
も
招
い

て
の
懇
親
会
、
以
上
を
す
べ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
。地

下
鉄
の
駅
の
位
置
は
よ
く
話
題
に
な
る

が
、
工
学
部
の
西
の
は
ず
れ
に
あ
る
の
は
、
さ

ら
に
拡
大
が
進
み
将
来
の
人
口
の
重
心
は
こ
こ

に
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
納
得
。
15
分
歩
い

て
機
械
系
の
エ
リ
ア
に
。
受
付
の
集
計
で
参
加

者
24
名
と
確
定
。

我
々
の
学
科
・
旧
精
密
の
出
身
で
あ
る
厨
川

常
元
教
授
と
そ
の
研
究
室
の
全
面
協
力
に
よ

り
、
新
生
機
械
系
の
紹
介
が
あ
り
工
場
と
カ

タ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
も
お
願
い
で
き
た
。

ナ
ノ
精
度
の
表
面
加
工
等
の
先
端
機
に
も
目

を
見
張
っ
た
が
、
古
い
旋
盤
が
よ
く
整
理
さ
れ
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で
。
3
人
の
恩
師
「
永
井
伸
樹
、箱
守
京
次
郎
、

加
藤
正
名
の
各
先
生
」
と
当
日
お
世
話
に
な
っ

た
厨
川
教
授
、
須
藤
准
教
授
、
同
窓
会
事
務
局

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
気
軽
で
か
つ
な
ご
や
か

な
懇
親
の
場
と
な
っ
た
。印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

3
人
の
恩
師
の
背
す
じ
が
相
変
わ
ら
ず
伸
び
て

い
て
決
し
て
イ
ス
に
座
ら
ず
、
立
ち
続
け
て
お

ら
れ
た
こ
と
で
、
お
話
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
そ
の
姿
に
今
回
も
激
励
さ
れ
た
。
そ
の

後
、有
志
は
夕
暮
れ
と
な
っ
た
青
葉
山
を
下
り
、

市
内
で
の
2
次
会
に
多
数
が
参
加
し
、
再
び
盛

り
上
が
っ
た
こ
と
も
追
記
し
て
お
き
た
い
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
が
、
時

間
通
り
に
進
行
し
た
だ
け
で
な
く
、
中
身
の
濃

い
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
は
学
科
、
学

部
、
同
窓
会
事
務
局
の
心
の
こ
も
っ
た
全
面
的

な
支
援
に
よ
る
も
の
で
、改
め
て
感
謝
し
た
い
。

石
崎　
義
一

（
精
密
工
学
科
46
年
卒
）

精
密
五
十
二
年
卒
同
期
会

10
月
29
日
（
土
）～
10
月
30
日
（
日
）
の
２

日
間
に
21
名
が
参
加
し
、
卒
業
以
来
仙
台
で
初

め
て
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
６
月
に
東
京
で
同
期
会
を
開
催
し
た

折
、
今
年
は
是
非
仙
台
で
開
催
し
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
仙
台
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
宮

城
県
出
身
の
佐
藤
英
光
、
鈴
木
哲
、
澁
谷
啓
己
、

佐
藤
清
史
の
４
人
が
幹
事
と
し
て
９
か
月
か
け

案
を
練
り
実
現
し
ま
し
た
。

10
月
29
日
の
午
後
１
時
に
仙
台
駅
の
新
幹
線

中
央
出
口
に
集
合
、
そ
の
後
昨
年
12
月
に
開
業

し
た
地
下
鉄
東
西
線
で
青
葉
山
ま
で
行
き
、
懐

か
し
の
工
学
部
構
内
を
歩
い
て
旧
精
密
工
学
科

に
到
着
、
事
前
に
来
訪
を
連
絡
し
て
い
た
機
械

系
同
窓
会
事
務
局
の
武
井
様
の
ご
尽
力
で
校
舎

内
を
特
別
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
舎
は
改
装
に
よ
り
明
る
く
そ
し
て
綺
麗
に

な
っ
て
お
り
、
昔
は
無
か
っ
た
気
が
す
る
女
子

用
ト
イ
レ
も
各
棟
に
あ
り
ま
し
た
。
C
A
D

全
盛
の
時
代
に
も
拘
わ
ら
ず
、
製
図
室
は
昔
と

同
じ
ド
ラ
フ
タ
ー
が
あ
り
懐
か
し
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
年
中
無
休
で
24
時
間
営
業
の
コ
ン

ビ
ニ
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

武
井
様
か
ら
頂
い
た
資
料
か
ら
、
機
械
系
３

学
科
が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
改
組
進
化

し
、
科
学
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
39
年
前
と
同
じ
場
所
で
全
員
の
写

真
撮
影
を
し
て
見
学
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
再
び
地
下
鉄
で
一
番
町
に
向
か
い

仙
石
線
青
葉
通
り
駅
ま
で
、ア
ー
ケ
ー
ド
街（
旧

名
掛
丁
）
を
散
策
し
、
街
の
変
貌
ぶ
り
を
実
感

し
ま
し
た
。

散
策
後
、仙
石
線
で
松
島
海
岸
駅
に
向
か
い
、

ホ
テ
ル
壮
観
に
17
時
半
頃
に
到
着
、
部
屋
割
り

を
行
い
、
早
速
一
次
会
の
前
に
温
泉
で
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。

一
次
会
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
、
二
次
会
は

宴
会
用
に
割
り
当
て
た
一
室
に
集
ま
り
、
冒
頭

に
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
地
元
宮
城
の

銘
酒
を
メ
イ
ン
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、

全
員
の
近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
四
方
山
話
が

続
き
、夜
遅
く
ま
で
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
員
が
還
暦
を
過
ぎ
、
家
庭
内
で
の
自
分
の
存

在
の
変
化
を
各
々
報
告
し
合
う
場
面
も
あ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
震
災
遺
構
訪
問
組
と
解
散
組
に
分

か
れ
行
動
し
ま
し
た
。
解
散
組
は
ホ
テ
ル
送
迎

バ
ス
で
松
島
駅
に
向
か
い
仙
台
で
解
散
。
震
災

遺
構
訪
問
組
（
12
名
）
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
石

巻
市
立
大
川
小
学
校
に
向
け
10
時
頃
ホ
テ
ル
を
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同
期
会
報
告

出
発
。
約
50
分
で
大
川
小
学
校
に
到
着
、
震
災

の
凄
さ
、
悲
惨
さ
、
危
機
管
理
の
難
し
さ
を
痛

感
し
つ
つ
、
献
花
、
焼
香
し
亡
く
な
っ
た
児
童
、

先
生
達
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

見
学
後
、
道
の
駅
（
上
品
の
郷
）
に
寄
り
、

昼
食
と
買
物
を
し
、
そ
の
後
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

仙
台
駅
に
約
1
時
間
で
到
着
し
、
13
時
半
頃
に

解
散
し
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
39
年
振
り
に
仙
台
で
同
期

会
を
開
催
出
来
て
、
旧
交
を
温
め
る
楽
し
く
心

に
残
る
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
の
傷
跡
が
完
全
に
は
癒
え
な
い

海
岸
地
帯
や
、
仙
台
市
内
や
大
学
の
変
貌
ぶ
り

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
、
素
晴
ら
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し

ま
す
。

佐
藤　
英
光

（
精
密
工
学
科
52
年
卒
）
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東北大学機械系

同窓会ニュース

東北大学機械系同窓会　
　〒 980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部機械知能・航空工学科内
　電話：（022）795-6926
　FAX：（022）795-6926
　E-Mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　ホームページ：
　 http://www.mech.tohoku.ac.jp/dousou/
郵便振替口座　番号　02270-8-11176
　　　　　　　名称　東北大学機械系同窓会
印刷　笹氣出版印刷株式会社

会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費に
よって運営されています。同封の振込用紙
をご利用ください。
◎年会費　2,000 円
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東北大学機械系

同窓会ニュース

東北大学機械系同窓会　
　〒 980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部機械知能・航空工学科内
　電話：（022）795-6926
　FAX：（022）795-6926
　E-Mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　ホームページ：
　 http://www.mech.tohoku.ac.jp/dousou/
郵便振替口座　番号　02270-8-11176
　　　　　　　名称　東北大学機械系同窓会
印刷　笹氣出版印刷株式会社

会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費に
よって運営されています。同封の振込用紙
を使って会費納入をお願い致します。
◎年会費　2,000 円
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第20号
東北大学機械系

同窓会ニュース 第19号

東北大学機械系同窓会　
　〒 980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部機械知能・航空工学科内
　電話：（022）795-6926
　FAX：（022）795-6926
　E-Mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　ホームページ：
　 http://www.mech.tohoku.ac.jp/dousou/
郵便振替口座　番号　02270-8-11176
　　　　　　　名称　東北大学機械系同窓会
印刷　笹氣出版印刷株式会社

会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費に
よって運営されています。同封の振込用紙
を使って会費納入をお願い致します。
◎年会費　2,000 円
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東北大学機械系

同窓会ニュース 第18号

東北大学機械系同窓会　
　〒980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部機械知能・航空工学科学科内
　電話：（022）795-6926
　FAX：（022）795-6926
　E-Mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　URL：http://mech.tohoku.ac.jp/dousou/
郵便振替口座　番号　02270-8-11176
　　　　　　　名称　東北大学機械系同窓会
印刷　笹氣出版印刷株式会社

会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費に
よって運営されています。同封の振込用紙
を使って会費納入をお願い致します。
◎年会費　2,000 円
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総
会
・
講
演
会
の
ご
案
内

平成 28年度東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内
拝啓　春寒の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
日頃、東北大学機械系同窓会の活動に対しご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、平成 28 年度通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催いたします。今回は、ジーディー

キューブコンサルティング代表吉村達彦氏（機械第Ⅱ 41 年卒）より「発見力と素人力　〜信頼性と
共に 50 年〜」、と題した講演を賜ることになっております。 

皆様お誘い合わせの上、ご参加下さいますよう御願い申し上げます。
敬　具

　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：平成 29 年 3 月 4 日（土）
会　場：東北大学工学部中央棟 2 階
　　　　（青葉山キャンパス センタースクエア内）
　　　　〒 980-8579　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6
次　第：14:00-14:30　総会
　　　　14:40-15:40　特別講演会　
　　　　　　題目 : 発見力と素人力
　　　　　　　　　　　―信頼性と共に 50 年―
　　　　　　講師 : 吉村　達彦 氏（機械第Ⅱ 41 年卒）
　　　　　　　　　現　ジーディーキューブコンサルティング代表
　　　　　　　　　元　トヨタ自動車（株）シャシー技術部部長、
　　　　　　　　　　　九州大学教授（固体力学）、
　　　　　　　　　　　米国ジェネラルモーターズエクゼクティブダイレクター　
　　　　16:00-17:30　交流会　
　　　　　　　　　　　会　費：5,000 円

特別講演会 （14:40-15:40）
「発見力と素人力─信頼性と共に 50年─」
 吉村 達彦　氏　ジーディーキューブコンサルティング代表

経歴　 機械工学第 2 学科 S41 卒業、同修士課程修了後、トヨタ自動車開発部門で 32 年間、
九州大学教授（固体力学）として 3 年間、米国ジェネラルモーターズエクゼクティブ
ダイレクターとして 4 年間勤務後現職　工学博士（東北大学）

横堀武夫先生が研究室に置いて行かれた「Interdisciplinary Approach to Fatigue 
（ASME）」の Heller の疲労と信頼性を結びつけた論文を読んでから 50 年、何らかの形で、信
頼性と関わってきたように思います。そして、信頼性の統計的な表現に理論的意味づけを考え
る研究に始まり、実業の世界で製品の信頼性を高める仕事に移り、さらに、信頼性問題を未然
に防止するには、という世界に踏み込んでしまい、振り返れば、失敗と挫折の連続でした。

そのような中から、最近到達したキーワード「発見力」と「素人力」について、披露し、さ
らにこれからの方向について問題提起をさせていただきたいと思います。

平成 29 年 2 月吉日 

 

東北大学機械系同窓会 

会長 杉山一彦 

 

平成 28 年度東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内 

 

拝啓 春寒の候，ますますご清祥のこととお喜び申し上げます． 

日頃，東北大学機械系同窓会の活動に対しご高配を賜り厚く御礼申し上げます． 

さて，平成 28年度通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催いたします．今回は，ジーディーキューブコンサ

ルティング代表吉村達彦氏（機械第Ⅱ41年卒）より「発見力と素人力 〜信頼性と共に５０年〜」、と題した講演を賜るこ

とになっております．  

皆様お誘い合わせの上，ご参加下さいますよう御願い申し上げます． 

                                                                   敬 具 

 

記 

日時：平成 29 年 3 月 4 日（土） 

会場：東北大学工学部中央棟 2 階（青葉山キャンパス センタースクエア内） 

      〒980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6 

 

次第：14:00-14:30 総会 

   14:40-15:40 特別講演会  

      題目：発見力と素人力 

―信頼性と共に５０年― 

講師：吉村 達彦 氏（機械第Ⅱ41 年卒） 

             現 ジーディーキューブコンサルティング代表 

元 トヨタ自動車開発部門勤務、九州大学教授（固体力学）、 

米国ジェネラルモーターズエクゼクティブダイレクター  

    16:00-17:30 交流会  

会費：5,000 円 

 

会場へのアクセス  

◎仙台市営地下鉄東西線 

「八木山動物公園」行きに乗車、 

「青葉山」駅で下車（乗車時間 9 分） 

センタースクエア（C エリア）まで徒歩約 10 分 

◎タクシー 

所要時間約 20 分 

 

 

 

  

連絡先：東北大学機械系同窓会事務局 武井康子（月・水・ 金 10：00～16：00） 

Tel/Fax：022-795-6926，e-mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp  

http://www.mech.tohoku.ac.jp/dousou/ 

会場へのアクセス　
◎仙台市営地下鉄東西線

「八木山動物公園」行きに乗車、
「青葉山」駅で下車（乗車時間 9 分）
センタースクエア（C エリア）まで
徒歩約 10 分
◎タクシー
所要時間約 20 分
詳しくは、工学部キャンパスマップ
http://www.eng.tohoku.ac.jp/map/ 
?menu=campus をご覧ください。
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事
務
局
便
り
／
編
集
後
記

22 号の表紙　駐輪場から見た機械系 2 号館

■同窓会事務局
月・水・金　10：00 〜 16：00
Tel/FAX 022-795-6926
E-mail  dousou@mech.tohoku.ac.jp　

編集後記
　同窓会ニュースレター 22 号をお送りします。皆様には、機械系の活発
な活動をご周知頂き、今後とも同窓会運営にご協力頂ければ幸いに存じま
す。最後になりますが、原稿執筆をご協力下さいました皆様に厚く御礼申
し上げます。（編集委員一同）

事 務 局 便 り

毎
年
、
機
械
系
の
学
生
に
対
し
て
様
々
な

支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
5
月
に
は
恒

例
の
工
明
会
運
動
会
に
機
械
系
4
専
攻
と
流

体
研
の
各
代
表
者
に
2
万
円
ず
つ
の
支
援（
計

10
万
円
）、
ま
た
機
械
系
の
女
子
学
生
に
対
す

る
支
援
（
10
万
円
）、
3
月
の
卒
業
証
書
授
与

式
後
に
開
催
さ
れ
る
謝
恩
・
祝
賀
会
に
支
援

（
10
万
円
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
機
械
系
学
生
と
先
輩
と
の
交
流
会

と
し
て
、
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
3
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
同
窓
会
の

活
動
に
ご
支
援
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
支
援
に
関
す
る
ご
報
告

◎同窓会室は機械系 2 号館 3 階 320 室です。
◎同期会の原稿（同窓会ニュース）および同窓会誌の原

稿を募集しています。
　文字数・要綱につきましては事務局までお問合せくだ

さい。
　Tel/Fax：022-795-6926
　E-mail：dousou@mech.tohoku.ac.jp
　ホームページがリニューアルされました。
　http://alumni.mech.tohoku.ac.jp/
　（旧ホームページ http://www.dousou.mech.tohoku.

ac.jp/ に新ホームページのリンクを貼っております）

◎住所変更の場合、新住所をお知らせ下さい。
◎懐かしいお写真を事務局までお寄せください。会誌、

ニュースレター、ホームページに掲載させて頂きます。
◎同期会の開催を支援します
　同期会等の開催を支援致します。開催計画がお決まり

になりましたら機械系同窓会事務局までご相談下さい。
　同期会の開催予告等をホームページやニュースレター

に掲載致しますのでご連絡下さい。（ホームページは随
時、ニュースレターは発行の 2 ヶ月前まで受付いたし
ます。）

会 費 納 入 の お 願 い
同窓会を円滑に運営し発展させていくためには皆様のご支

援が必要不可欠でございます。何卒、会費の納入をお願い申
し上げます。年会費（2,000 円）は、同封の振込用紙もし
くは、ゆうちょ銀行口座をご利用ください。

他金融機関からの振込先は、ゆうちょ銀行 229 店
当座　0011176 です。
会費納入にご協力くださいますようお願い致します。


